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史料の 信頼性 に対する 古 くか らの 批判 と重な り合 うとこ ろ が 大 きい
。 だ とすれ ば、結局 の

とこ ろ 、オー
ラ ル ・ヒ ス トリー

の 方法上 の 問題は 厳密 な 意味で の 史料批判論 へ 帰着する と
考え る こ ともで きる だ ろ う。

　以上 の よ うな、オ
ー

ラル ・ヒ ス トリー と史料批判 をめ ぐる諸問題 を念頭 に お きなが ら 、 今
大 会 シ ン ポ ジウム で は 、 東南 ア ジア 史学に お ける きわめ て 具体的で 実践的な課題 と して

、

こ の 問題 を考え て み たい ・ 軸 ア ジ ア 賄 の 地域 的特性 と蝌 状 況 を背景 と して 、歴 史学
に 限 らず 、 政治学 、 社会学 、 人類学 などを含めて 多くの 東南 ア ジ ア研究者が、オー

ラ ル ・ヒ ス

トリーを 、 全画的にせ よ補助的にせ よ 、 不可 欠の 史的方法 と して 採用 しつ つ あ り、 われわ れ
は 何よ りもまず実践 ヒの 問題 と して そ れ を捉 え て い くこ とが必要だ か らで ある

。 そ して 、
欧 米や 日本の 歴史学や社会学に お い ては

、 すで に年輪 を刻ん で きた と言っ て （、良 い この 問
題 に東南 ア ジ ア 史学の 方法 として 今 日の 時点で 取 り組む意義 も議論 して み たい

。

　そ こ で 、 本 シ ン ポ ジ ウ ム で は 、オー
ラ ル ・ヒ ス トリ

ー
をその 史的研究の なかで 積極 的に実

践 しつ つ ある 3 人 の 会員 に、まず 、 そ れぞれ が、なぜ オ ー
ラ ル ・ヒ ス トリーとい う方法 を用

い るに至 っ たの か 、 それ まで の 当該分野の 研 究史を踏まえた とき、オ
ー

ラ ル ・ヒ ス トリーが 、

どの よ うな新た な領域 を切 り拓き、 貢献 をする と考 えられ るの か な どを 、個 々 の 研究 とそ
の 領域にお ける他の研究 を紹介 しつ つ 、具体的に 指摘 して い ただ く。そ の うえで 、過去の 再
構 築の ため に オ

ー
ラル ・ヒ ス トリ

ー
を利用する 場合の 史料批判上 の 諸問題 、さ らに は歴史

学 の 方法に つ い て 、それ ぞれ が どの よ うな経験 を して きた か、どの ような認 識 態 度 を とる
に到 っ た か 、 あるい は とろ うと して い る か を論 じて い ただ く。 そ して 、 シ ン ポジ ウ ム の 各報
告 と論 を通 じて ・ 1

’
　一プル bヒ ス B 丿

一
磯 跣 ヒの 言繝 題 さ らに は 歴 史学の 認識 と方法

の 問題 に も迫 る こ とを大い に期待 したい と考えて い る 。

口述史の 可能性 と諸問題
一

イ ン ドネ シ ア 華 人社会史研 究 の とば 口 か ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貞好 康志 （神戸 大学）
　報 告者は元来 、イ ン ドネシ ア の 国民統合に お ける「華入 間題」の 変遷 を、政治史な い し政
治思想 史の 観 点か ら主に文献史料 を用 い て辿 っ て きた。 5 年 ほ ど前か ら「華人 社会」の あ り
方そ の もの に対 象を定め 、 中部 ジ ャ ワ の 町ス マ ラ ン周辺 で 幾度か フ ィ

ー
ル ドワ

ー
ク を行

な っ た 。 華人 の 居住
・
活動範 囲が 旧華入地区か ら空間的に 拡散 し 、

ス ハ ル ト体制に よ る 「同
化政策」も手伝 っ て 、 華人 コ ミ ュ ニ テ ィ の 姿が 目に 見えに く くな っ た現在、華人社会 とその

歴 史 に接近す る重 要な単位 は個人や家 族 で あ る 。 族譜 を編 む こ とさえ稀 な ジ ャ ワ華人の 個
人史 ・家族史 ひい て は 社会史 を再構成 しよ うとすれ ば 、 オ

ー
ラル ・ヒ ス トリ

ー
（； 口述史）の’

手法に大 き く頼 らざる を得な い
。 口述史を主 た る方法 と して 華人社 会史 を書い た先例 は 少

な くと もイ ン ドネシ ア に 関 して は ほ とん どな く、報 告者 に と っ て 、 依然手探 りの状態が 続
い て い る 。 今回は そ うした模索 の 過程 で認識する に 至 っ た 、口述 史の 可能性 と問題点 を報
告者 な りに仮整理 し 、 議i淪の 材料 に供 した い

。

　口述 史の ポ ジ テ ィ ブ な囎 旨性 と して しば しば指摘 され るの は 、   文献史料が あま り対 象
とせず 、 自ら文字史料 を残すこ との 少 なか っ た庶 民や 女性 な どの 生 きた歴史 を再構成す る
主材料 に な り得 る とい うこ とで ある 。 こ の点 は カ ピタ ン など旧 支配層 や近現代 の財 閥 な ど
に対象が偏 っ て きた華人研 究 に つ い て も当て は まる 。 また 口 述 史料 は 、  文献 史料で 欠落
した り見落 とされ が ちな 、 現場の 実態 に迫 る手が か りと して 有用 なこ とが 多い

。 多面 的な
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「事実」、少な くとも当人た ち に と っ て の 「真実」に近づ くため 、文献 史料 と相互補完 的 に付

き合わ せ る こ とで 、歴史叙述の 緻密性や迫 真性 の 向上 につ な げる こ とが期待 され る 。
こ の

点 は、あ る華入女性の ラ イ フ ヒ ス トリ
ー

に つ い て の 聴 き取 りの 経験 な どか ら具体例 を述べ

たい
，， こ の ほか 口 述史は 、  人 々 の 世界観や歴史観 をす くい あげ る源泉 と して 、また   歴史

資料
一・

般 に対す る観察眼や 分析 力 を養 う上 で も有用 と思われ る 。

　臼述史に つ きま とう陥穽 と して
、   「事実」に迫ろ うと した場合 の 、 史料 と して の信頼 度

の 問題が ある 。 ある歴 史的事象／ そ れ に対す る語 り手の 当時の 認識 （誤認を含む）／現在の

記憶 （忘却 を含 む）／語 り（沈黙 を含む）との 問に しば しばズ レ が あ り、さ らに聴 き手との 関

係 や聴 く状況 に よ っ て 語 りの 揺れ 動 くこ とが 少 な くな い
。  語 り手の 生 きて きた時代が 20

世紀 、 す なわち東 南ア ジア に お い て も教育や マ ス メ デ ィ ア の 発展 した時代だ とい う点も無

視で きない
。 語 り手が 同時に 「読む入 睡 ある状況が （少な くとも華入の 場合）大半 だ とい う

こ とで ある 。 語 られ た こ とが ．実は書か れた歴 史の うろ覚えや焼 き直 しか もしれ ぬ 可 能性

に注意 を払 う必要が あろ う。 この ほか 、  聴 き取 り
・
聴 き書 きの 「モ ラ ル 」をめ ぐる諸問題 、

  「時限」の 問題 （体験者本人か らの 聴 き取 りは 50−一・60年前に つ い て が 限度か）な ど も重要

だ ろ うが 、紙幅の都 合上 、大会 で の 議 論に委 ねた い 。

語 りに 「再現 され る 過去 」一南部 フ ィ リ ピ ン ・サ ン ギ ル 人女性 の 紛争体験一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石井正子 （日本学術振興会）

　1960 年代後半、フ ィ リピ ン の ミ ン ダ ナ オ 島、ス ル
ー

地方
一
帯 で は 、

モ ロ 民族解放 戦線

（MNLF ）を中心 に 、 政府 に対 して ム ス リム の 主権 （後 に 自治権〉を要求する武力闘争が 展開

され た 。 と くに 1960年代末か ら1980年代 にかけ て、MNLF とフ ィ リ ピ ン 国軍 との 戦闘は激 し

さ を増 し、こ れ らの 地 域住民 、 と りわけ ム ス リム 系住民 に対する 殺戮、暴行、拉致、略奪 、放

火などが繰 り返 された 。 しか し、MNLF を中心 とす るム ス リム の 分離運動 に関す る従来 の研

究で は、主 に運動の 担い 手た ちに焦点が あて られ 、 運動 に よ っ て もた らされた状 況の も と

で 受 け身の 変容 を迫 られ た 人 々 の 問題 は看過 され る傾

向が あ っ た 。

　報告で は 、
こ の よ うな研究状 況の なかで 、紛争に巻 き込 まれ た 入々 の 「語 り」を資料 に紛

争体験 を考察す る方法論が もつ 可能性 と問題点を と りあげ たい
。 具体 的な研究 実践 として

報告者 は 、MNLF の 活動 か らみ れ ば周 辺 に位 置 して い たサ ン ギ ル 人女性 21名 に イ ン タ

ビ ュ
ーを行い 、彼女た ちの 「語 り」を分析す る こ とをお こ な っ た 。 フ ィ リ ピン の イス ラ ム 教

徒 は 10以上 の 民族集団で 構成され る が 、サ ン ギル 入 はその なか で も政治的 、 入 口 的に マ イ

ノ リテ ィ で あ る 。

　紛争 に よ っ て 突然 日常生 活を破壊 され た 多 くの ム ス リム 系住民 に とっ て 、MNLF の 武力

紛争が もた ら した紛争 とは何で あ っ たの か 。 紛争は入 々 に 自己 と社会につ い て どの よ うな

認識の 変化 を もた ら した0）で あろ うか 。 そ して 人 々 は 、 どの よ うに して 生活 を再建 して い っ

たの で あ ろ うか 。 報告 で は まず、フ ィ リピ ン ・ム ス リ ム に 関する 先行研究 を紹介 しつ つ
、
こ

の 研究課題 に対 して なぜ 1語 り」を資料 に 検討す る 方法が有効 で あ るか に つ い て 述 べ る 。

　次に 、 「語 り」の 資料価値をめ ぐる問題 点 を指摘す る 。 資料 と して の 「語 り」が 、 「客観性」や

「実証性」に 欠ける とい う従来か らの 問題 は、ポ ス トモ ダ ニ ス トた ちが 提起 した論考に よ っ

て 、 さ まざ まに検討 されて きた 。
こ こ で は、そ う した系譜 を踏 まえた 上 で 、 報告者 の 研究実
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